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ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には，以下の識別番号が記載されています。

l ソフトウェアのバージョン番号は，ソフトウェアのバージョンを示します。

l ドキュメント・リリース日は，ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

l ソフトウェア・リリース日は，このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況，およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは，次のサイトで確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには，HP Passportへの登録とサインインが必要です。HP Passport IDの登録

は，次のWebサイトから行なうことができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

または，HP Passportのログイン・ページの［New users - please register］リンクをクリックします。

適切な製品サポート・サービスをお申し込みいただいたお客様は，更新版または最新版をご入手い

ただけます。詳細は，HPの営業担当にお問い合わせください。

本ドキュメントの最終更新日 : 2013年7月11日
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サポート
HPソフトウェア・サポート・オンラインWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com

このサイトでは，HPのお客様窓口のほか，HPソフトウェアが提供する製品，サービス，およびサポー

に関する詳細情報をご覧いただけます。

HPソフトウェア・オンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに

必要な対話型の技術サポート・ツールに，素早く効率的にアクセスできます。HPソフトウェア・サポー

トのWebサイトでは，次のようなことができます。

l 関心のある技術情報の検索

l サポート・ケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

l ソフトウェア・パッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェア・カスタマとの意見交換

l ソフトウェア・トレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き，サポートのご利用には，HP Passportユーザとしてご登録の上，サインインし

ていただく必要があります。また，多くのサポートのご利用には，サポート契約が必要です。HP
Passport IDを登録するには，次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

アクセスレベルの詳細については，次のWebサイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp
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第 1章

スコープおよび目的

マルチテナンシーは，「ユーザごとに異なるものを」を意味します。サービス・プロバイダが異なればマルチ

テナンシーのニーズも異なり(たとえば，SaaS - Software as a Service，MSP -Managed Services
Provider，または IaaS - Infrastructure as a Service)，サービス・プロバイダとクライアントの間で所有

権が共有または分割されていることもあります。

MSPのようなグローバル・システム・インテグレータの実装，および共有サービス環境におけるBSMプ

ラットフォームの共通使用のため，共有サービス・プラットフォームでマルチテナント機能を提供すること

は必須です。以下のユース・ケースは，共有サービス・プラットフォームでのBSMのマルチテナント機能

をを示すために選択されました。

このドキュメントでは，次の情報を提供します。

l マルチテナンシーの定義，ソリューションの概要，およびマルチテナンシーのアーキテクチャの概要。

l BSMでのマルチテナンシーをサポートするユース・ケース。

l マルチテナンシー機能を提供するようにBSMを設定する方法の詳細な説明。
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第 2章

テナントとは

テナントは，カスタマ連絡先をサポートするためのデータへのアクセスが集合全体として管理される，

ユーザのセット (カスタマ，サービス・プロバイダ，またはサプライヤ)です。一般には組織と呼ばれます。

エンタープライズ・システムの世界では，テナントをCRO( customer reveiving organization)と呼びま

す。テナントは，サービス・プロバイダのカスタマ・オンボーディング・プロセスの一部として管理されます。

規模の大きなカスタマの場合は，連絡先の資格に応じて，ビジネス単位，連絡先セグメント，または

地理的条件に基づいてテナントを定義できます。たとえば，

l AcmeManufacturingとAcmeSales

l AcmeWebHostingとAcmeWorkplace Services

l AcmeNorth AmericaとAcmeEurope

ユーザは複数のテナントに関連付けることができます。これは，サービス・プロバイダ担当者の場合に

は一般的ですが，カスタマ担当者の場合にはそれほど一般的ではありません。テナントは，ユーザ・グ

ループやリソース・グループではありません。
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第 3章

マルチテナンシーとは

マルチテナンシーはソフトウェア・アーキテクチャにおける原理を指し，ソフトウェアの単一インスタンスが

論理システム上で実行され，複数のクライアント組織 (テナント )にサービスを提供し，それによりリ

ソースの使用率が高められ，運用の複雑さとコストが軽減されます。

マルチテナンシーは，さまざまなクライアント組織で別々のソフトウェア・インスタンス(またはハードウェ

ア・システム)がセットアップされるマルチインスタンス・アーキテクチャと対比されます。マルチインスタンス・

アーキテクチャでは，クライアントとサポート組織に対するコストが増加します。1つのシステム内でマル

チテナンシーをサポートすると，共通のインフラストラクチャとサポート・モデルを利用することによってそれ

らのコストが削減されます。

マルチテナンシーの利点は，ソフトウェア業界内で世界的にはサポートされておらず，これにより競争

力の差別化を計ることが可能です。

HP Business ServiceManagement (9.22)10 / 36ページ



第 4章

ソリューションの概要

BSM 9.xは，標準ではマルチテナンシーをサポートしません。このドキュメントでは，BSM 9.xでのマル

チテナンシーのサポートを有効にするために必要な設定ステップについて説明します。

ソリューションは，以下に基づいています。

l テナント管理 :各テナントのデータは，専用属性によって BSM内で定義され，ソリューション全体

の基盤となります。この属性は自動的に強化されることもありますが，場合によってMSP管理者

は，この属性を手動で更新する必要があります。この属性は要素を所有するテナントを識別しま

すが，これは，そのテナントのライフサイクルに従ってその要素が管理されることを意味します。

l データ - テナント間の関係 : BSMのすべての要素 ( CI，イベント，ビューなど)は，1つのみのテナン

トに関連付けられます。この情報に基づき，データをさまざまな BSMアプリケーションでフィルタ処

理してテナントごとにデータを表示することができます。たとえば，テナント属性に基づいてイベントま

たはRTSMビューをフィルタ処理できます。

l セキュリティ管理 : BSMセキュリティ・モデルを使用して，異なるリソースの権限を設定できま

す。BSMにより，異なる権限を異なるユーザ・グループに割り当てることができます。これを使用し

て，テナントごとに異なる権限を定義することができます。このセキュリティ・モデルはMSP管理者

によって管理され，おそらくBSM 9.xの最上位のマルチテナンシー・ソリューションで管理を必要と

する最重要な領域です。

このソリューション・アーキテクチャは，次の項で説明するユース・ケースに対処するように設計されてい

ます。このソリューション・アーキテクチャの主な概念は各カスタマのローカル IT運用環境に基づいてお

り，この環境はさまざまなモニタリング・ツール( SiteScope，OM，BPMなど)によって監視され，DDM
によって検出されます。次にその情報すべては中央 BSM/CMSプラットフォームに送信され，さまざま

なテナントがアクセスします。

下の図は，デプロイメント・シナリオの一例です。マルチテナンシーには多くのバリエーションがあります

が，基本概念は同じです。たとえば，BPMまたは SiteScopeなどのモニタリング製品のいくつかは(リ
モート・モニタリングを使用して)テナント間で利用することが可能です。この場合，それらの製品は中

央のBSMプラットフォームを使用してサービス・プロバイダによって設定および管理され，監視対象

データはさまざまな BSMアプリケーション(イベント・コンソールやサービス状況 など)を介してアクセスさ

れます。
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第 5章

ユース・ケース

マルチテナンシー・ソリューションでは，次の機能を提供します。

ダッシュボード

l テナントごとに異なるダッシュボード。さまざまなモニタリング・ツール( OM，SiteScope，BPMなど)に
よって管理されるすべての ITコンポーネントを，テナントごとに別々のビューで表示します。これに

は，サービス状況，イベント管理，レポート，SLMなどが含まれます。

l 運用チーム用の統合ダッシュボード。MSP運用チームが使用するように，すべてのテナントのデー

タを示した統合ビューを表示します。

l イベントの相関処理。各テナントのイベント相関処理を個別に実行します。

uCMDB
l ディスカバリと統合。複数のCMDBを 1つのCMSシステムと統合します。

l 独立ディスカバリ。各テナントのディスカバリおよびマッピング機能を個別に提供します。

モニタリング

l 分散モニタリング。中央のBSMプラットフォームを使用してすべてのリモート・モニタリング・プラット

フォームを統合します。

l イベント・ビュー。異なるテナントについて異なるイベント・ビューを表示します。

l レポート。さまざまなテナントのスケジュールされたレポートを生成します。

HP Business ServiceManagement (9.22)13 / 36ページ



パート 2

段階的な設定手順
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第 6章

中央 BSMでのクラス・モデル設定

このソリューションでの重要な要件の1つは，各 CIを特定のテナントと関連付けることです。これに

は，テナント所有者を特定するRTSMクラス・モデルに属性を追加する必要があります。

注 : UCMDB 9.02では，マルチテナンシーをサポートするクラス・モデルが既に定義されています。

確定ではありませんが，将来のアップグレードでサポートされる可能性があるため，uCMDB 9.02
の場合と同様，BSMで Tenant Owner属性を作成することもできます。また，BSM 9.10は
uCMDB 9.03との互換性を確保しているため，これらの属性を標準で使用できることを意味しま

す。

BSM 9.0xを使用する場合は，次のステップを実行してクラス・モデルを拡張してください。

1. BSMで，［管理］＞［RTSM管理］＞［モデリング］＞［CI タイプマネージャ］の順にアクセスしま

す。

2. ［Configuration Item］ CI タイプを選択します。

3. ［属性］タブで，［追加］をクリックして新規属性を追加します。

4. 次のようにして新規属性を定義します。

5. ［OK］をクリックして［属性の追加］ダイアログ・ボックスを閉じ，左側ペインで［保存］をクリックしま

す。

これが，uCMDB 9.02でのTenant Owner属性の定義方法です。
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第 7章

テナントのCMS での設定変更

テナントにディスカバリ機能がある場合は，テナント環境のDDMプローブをテナントの(ローカル) CMS
に接続してください。これにより，そのCMSからの関連トポロジを中央 BSM/CMSに同期することが

できます。

これには，各テナントのCMSで次の設定変更を実行する必要があります。

1. テナントのCMSで，「中央 BSMでのクラス・モデル設定」 (15ページ)で説明されている手順を

繰り返します。これにより，中央 BSMで追加したのと同じ属性を使用してテナントのクラス・モデ

ルが更新されます。

CMSでは Tenant Owner属性のデフォルト値を割り当てることができますが，これにより既存の

CIが影響を受けることはありません。これらのCIを更新するには，次のステップを実行する必要

があります。

2. このローカルCMSのCIごとに Tenant Owner属性に値を入力するためのエンリッチメント・ルール

を作成します。これは，ローカルCMSからのCIを中央 CMSに合わせて同期するときに，CIが
正しいテナントと関連付けられるようにするために必要です。

a. 各テナントのCMSで，［モデリング］＞［エンリッチメント マネージャ］にアクセスします。

b. わかりやすい名前で新規のエンリッチメント・ルールを作成します。ルールをアクティブ化し，次

の図に示すように，［新しいクエリのエンリッチメントに基づく］を選択します。
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第 7章 :テナントのCMSでの設定変更

c. ［完了］をクリックします。

d. ［クエリモード］で，［Configuration Item］CI タイプを選択します。

e. ［エンリッチメント モード］で，［Configuration Item］を右クリックして［クエリ ノードを更新］を

選択します。

f. 更新する属性を選択してその値を入力し，［適用］をクリックします。
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第 7章 :テナントのCMSでの設定変更

g. ［OK］をクリックしてエンリッチメント ルールを保存し，そのルールをアクティブ化します。

h. エンリッチメントの結果は ITユニバース・マネージャで検証できます。

3. ローカルCMSからのトポロジを中央 CMSに合わせて同期するために使用する統合 TQLを変

更して，Tenant Owner属性も同期します。

a. 各テナントのCMSの［モデリングスタジオ］＞［リソース］タイプで，［クエリ］にアクセスします。

b. 各統合 TQLで各クエリ・ノードを右クリックし，［クエリ ノードのプロパティ］を選択します。

c. ［クエリ ノードのプロパティ］ダイアログ・ボックスで，［Element Layout］タブを開きます。

d. ［Tenant Owner］属性をクエリに追加します。
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第 7章 :テナントのCMSでの設定変更

e. ［OK］をクリックして変更を保存します。

f. 上のステップ bからステップ eまでをクエリの要素ごとに繰り返し，左側ペインで［保存］をク

リックします。

4. 中央 BSMで，CIをBSMに同期するためのテナントのCMSへの統合ポイントを定義します。

a. 中央 BSMで，［管理］＞［RTSM 管理］＞［データ フロー管理］＞［統合スタジオ］にアクセ

スします。

注 : これらのステップを実行する前にData Flow ProbeをBSMに接続し，プローブの管

理で CMSへの資格情報を設定する必要があります。この処理は，Data Flow Probe
のセットアップを使用して行います。詳細については，『データ・フロー管理ガイド』を参照

してください。

b. 新規統合ポイントを作成します。

c. 新しいジョブを追加し，ジョブごとに上のステップ 4でレイアウト設定を行った統合 TQLを選

択します。
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d. 統合ポイントを保存し，完全同期を実行します。

e. ITユニバース・マネージャ内で，ローカルCMSからCIを受信しており，それらのCIに Tenant
Owner属性が含まれていることを確認します。

注 :デプロイメント・シナリオにおいて，各テナントのDDMを中央のBSMに直接接続する場合

は，エンリッチメント・ルールを使用するなどの別の方法で BSMのTenant Owner属性を強化す

る必要があります。
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エンド・ユーザ監視の設定

各ユーザのEUMレベルの権限を設定し，テナント固有アプリケーションへのアクセスを制限することが

できます( 「MyBSMページの作成」 (33ページ)を参照 )。ただし，RTSMでアプリケーションとアプリケー

ション・ビューを分離するには，すべてのビジネス・アプリケーションで TenantOwner属性を手動で追

加する必要があります。これは，ビジネス・アプリケーションCIごとに一度実行する必要があります。操

作は，EUM管理でビジネス・アプリケーション設定を作成する前または後に実行できます。

l EUM設定の前に行う場合は，［管理］＞［RTSM管理］＞［モデリングスタジオ］でビジネス・アプリ

ケーションを作成し，TenantOwner属性に関連する値を入力します。EUM管理で，CIを編集

し，BPM/RUM設定を追加します。

l EUM設定の後に行う場合は，［管理］＞［RTSM管理］＞［IT ユニバースマネージャ］でビジネ

ス・アプリケーションCIのプロパティを編集し，TenantOwner属性に関連する値を入力します。ビ

ジネス・アプリケーションの命名規則を使用する(テナント名をサフィックスとして使用するなど)場合

は，エンリッチメント・ルールによりTenantOwner属性を簡単に割り当てることができます。

モニタリング用にアプリケーションを設定したら，カスタム・イベント・テンプレートを使用してイベントの自

動割り当てのTenantOwner属性をそれぞれのイベント・コンソールに追加します( 「BSM内から生成

されるイベントの強化」 (25ページ)を参照 )。
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OMi用の設定

各テナントでそのテナントに関連するイベントのみを参照できるようにするには，イベントにカスタム属

性を割り当てます。このカスタム属性は，フィルタ処理と，グループへのイベントの自動割り当てで使

用されます。このカスタム属性は，イベント・ソースに応じて，いくつかの方法で割り当てることができま

す。

OMi から転送されるイベントの強化

OMモニタリング・ポリシー(または，統合アダプタを使用する場合は統合ポリシー)内でカスタム属性を

直接に設定できない場合は，次のようにして，OMiでのテナント情報によって受信イベントを強化で

きます。

1. ［管理］＞［オペレーション管理］＞［イベントの自動化］＞［イベント処理のカスタマイズ］の順に

アクセスします。

2. ［CI/ETI 解決前］を選択し，新しいスクリプトを追加します。

3. ［一般］ウィンドウで，「AddTenantOwner」をスクリプト名として入力します。［スクリプト］ウィンド

ウで，以下のスクリプトを入力します。

各 OMサーバと各テナントは別々に追加する必要があります。パフォーマンスの観点から，1つの

スクリプトでこの処理を行うようお勧めします。同様のアプローチは統合アダプタを介して受信し

たイベントに使用することができ，ソース CI のヒントを ifステートメントで使用できます。

以下は基本スクリプトです。

import java.util.List;

import com.hp.opr.api.scripting.Event;

class GroovyScriptSkeleton

{

def init()

{

}

def destroy()

{

}

def process(List events)

{

events.each {Event event ->

String tenantOwner = null;

NodeInfo originatedServer =
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event.getOriginatingServer();

String serverDnsName = originatedServer.getDnsName

() ;

if ("omServer1.hp.com".equals(serverDnsName))

tenantOwner = "TenantGroup1";

else if ("omServer2.hp.com".equals(serverDnsName))

tenantOwner = "TenantGroup2";

// else if ... for each OM server/Tenant info

If (tenantOwner != null)

event.addCustomAttribute("TenantOwner",

tenantOwner)

}

}

}

4. ［次へ］をクリックします。

5. スクリプトの追加要素を［詳細設定］タブで指定する(たとえば，スクリプトまたはイベント・フィルタ

で使用される外部 jarを追加できます)か，または［完了］をクリックできます。

BSM 内から生成されるイベントの強化

警告アクション，状況インジケータ( HI)，ステータス変更，または SiteScopeからのイベントなどのいく

つかのイベントは，BSM内から生成されます。これらのイベントの場合は，次のセクションの説明に

従って，イベント・テンプレートでカスタム属性を追加する必要があります。

(この例は BPM警告の場合ですが，手順は BSM内から生成される他のイベントの場合と同様で

す)。

1. ［管理］＞［エンド ユーザ管理］＞［警告］で，［BPM トランザクション テンプレート］をクリックしま

す。

2. ［BPM Trans Alert Default］テンプレート (デフォルト・アイコンのマーク付き)を選択し，［選択し

たテンプレートを複製します］をクリックします。
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3. 複製されたテンプレートを編集し，そのテンプレート名をテナントで固有の名前に変更します。

4. ［カスタム属性］タブで，新しいキーを追加します。キー名は TenantOwner( Groovyスクリプトの

場合と同じ)とし，値はテナント名にしてください。

5. 変更を保存します。

6. テナントのビジネス・アプリケーションで BPM トランザクション警告を作成する場合は，必ず正しい

イベント・テンプレートを選択してください。

ユーザ・グループへのイベントの自動割り当て

ソリューションの一部として，ロールベースのアクセス機能を使用してそれぞれのテナントのRTSM，

サービス状況，OMi，およびEUMへのアクセス権限を設定して提供します。詳細についてはセクショ

HP Business ServiceManagement (9.22)26 / 36ページ



BSM を使用したマルチテナンシー -ベスト・プラクティス

第 9章 : OMi用の設定

ン 2.6を参照してください。これらのグループ/ユーザに割り当てられるイベントには，関連付けられた権

限が含まれています。割り当てられていないイベントは表示されません。

次のステップを実行して，TenantOwner属性に基づいてユーザ・グループにイベントを自動的に割り

当てます。

1. ［管理］＞［オペレーション管理］＞［イベントの自動化］＞［ユーザグループの割り当て］で，新し

い割り当てルールを作成します。

2. ［参照 ...］＞［新規シンプルフィルタ］の順にクリックして，イベント・フィルタを新規作成します。

3. フィルタにわかりやすい名前を付けます。

4. ［追加のイベント プロパティ］で，［カスタム属性］チェックボックスをオンにします。属性名として

TenantOwnerを追加し，( Groovyスクリプトとイベント・テンプレートの場合のようにして)テナント

名をその値として入力します。

5. ［OK］をクリックし，イベント・フィルタを選択します。
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6. 割り当てルールで，テナントを表すユーザ・グループまたはユーザを選択します(ユーザ・グループの

作成については「ユーザと権限の設定」 (34ページ)で説明されています)。

7. ［OK］をクリックしてルールを保存します。

イベント・コンソールでの Tenant Owner 属性の表示

テナントの全域に渡って作業するSuperAdminがTenant Ownerイベント属性をイベント・コンソール

の1つの列に表示できるようにするには，次のインフラストラクチャの設定項目を設定します。

1. ［管理］＞［プラットフォーム管理］＞［インフラストラクチャ設定］で，［アプリケーション :オペレー

ション管理］を選択します。

2. ［オペレーション管理 - カスタム属性設定］セクションで，［利用可能なカスタム属性］設定を編

集します。

3. セミコロン( ;)を追加し，「TenantOwner」と入力します。変更を保存します。

次に，イベント・コンソールで Tenant Owner属性を表示する列を追加できます。

また，イベント・ブラウザ・フィルタを作成して特定のテナントからのイベントのみを表示することもできま

す。「ユーザ・グループへのイベントの自動割り当て」 (26ページ)で作成した同じフィルタを再利用でき

ます。

SuperAdminの場合に便利なフィルタにより，Tenant Owner属性が空になっているすべてのイベント

を表示することができます。
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BSMでのビューの作成

異なるテナントで異なるパターン・ベースのビューを作成し，各ビューのCITに条件を追加してテナント

に関連したデータを収集するには，以下の手順を使用します。この手順では，TenantOwner属性

を使用してテナントに関連したデータを識別および制限し，それぞれのテナントでユーザ・レベルの権

限を設定します。

1. ［管理］＞［RTSM管理］＞［モデリングスタジオ］で，テナントごとにフォルダを選択します。これに

より，そのテナントに属するすべてのビューが保持され，ビューが管理しやすくなります。

2. ビューを右クリックし，［名前を付けて保存］を選択して特定のテナントのビューを作成します。
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3. 新しいビューに関連する名前を付け，適切なフォルダに保存します。必ず［新規クエリ］チェック

ボックスをオンにしてください。

HP Business ServiceManagement (9.22)30 / 36ページ



BSM を使用したマルチテナンシー -ベスト・プラクティス

第 10章 : BSMでのビューの作成

4. 複製されたビューを選択し，フィルタ処理で使用するテナント所有者情報を格納するノードを編

集します。この例では，ビジネス・アプリケーションCIを編集します( 「エンド・ユーザ監視の設定」

(23ページ)を参照 )。
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5. 新しいプロパティ条件を追加し，TenantOwner属性を選択して，関連する値を入力します。

既存条件のロジック(存在する場合 )を損ねないでください。必要に応じて括弧を追加し，既存

の条件を維持してください。

6. ［OK］をクリックします。

7. クエリノードのフィルタ処理が終了したら，［プレビュー］をクリックしてビューの結果を検証します。

8. 検証が終了したら，［保存］をクリックします。

注 :期待に反して TenantOwner属性が定義されていないCI，またはそのような CIに接続され

ているCIをすべて表示するビューを作成することもできます。そのようなビューは，SuperAdminに
とって非常に有用です。
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テナントごとに異なるMyBSMページを作成できます。これらのページは，テナントのワークフローを差

別化し，各テナントに特定のダッシュボードを提供するため，フィルタ処理して特定のビューに絞り込

むことができます。また，ページごとに権限を設定し，ユーザがそのページを変更できないようにすること

もできます。

ビュー・セレクタを備えたコンポーネントには，ユーザがアクセス権限を持っているビューのみが取り込ま

れます。

さらに，MyBSMで新規のURLベース・コンポーネントを作成することもできます(たとえば，テナントの

ナレッジベース・ポータルを使用します)。その後，それらのコンポーネントに権限を割り当てることができ

ます( 「ユーザと権限の設定」 (34ページ)を参照 )。

1. MyBSMで，新しいページを作成するか，既存のページを開いて新しい名前で保存します。

2. 関連コンポーネントを追加することによってページを作成します。

3. サービス状況，SLM，または EUMで［フィルタ］をクリックします。

4. 関連するフィルタ基準 (ビュー，SLA,またはビジネス・アプリケーション)を選択し，［OK］をクリックし

ます。

5. ［保存］をクリックします。

MyBSMでの作業の詳細については，『BSMユーザ・ガイド』のMyBSMの部分を参照してください。
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次の手順に従って，グループ・レベルのロール・ベース権限を定義します。ユーザ・グループを使用し

て，テナントを識別し，各テナントの各ユーザを区別します。ユーザ・グループ・レベルで権限を定義す

ることにより，ユーザ・レベルで権限を管理しないようにします。さらに，新規ユーザがグループに追加さ

れたときには，そのグループから権限を継承します。ユーザが2つのグループに属する場合，そのユー

ザは 2つのテナントのイベントとビューへのアクセス権を得ます。

1. ［管理］＞［プラットフォーム管理］＞［ユーザおよび権限］＞［ユーザ管理］の順にアクセスします。

2. テナントごとにグループを作成します。

3. 次のようにして，作成するグループごとに権限を編集します。

a. グループを選択します。

b. ［権限］タブを選択し，各変更の後に［権限の適用］をクリックします。

c. ［エンド ユーザ管理］コンテキストを選択し，各要素の操作を割り当てます(たとえば，テナン

トのアプリケーションに対してのみ表示権限を付与できます)。
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d. ［オペレーション管理］コンテキストを選択します。［ユーザに割り当てられていないイベント］が

選択されておらず，［ユーザに割り当てられたイベント］が選択されていることを確認します。

権限は，ツール，アクション，および他の管理タスクについても設定できます。

e. ［RTSM］コンテキストを選択し，このテナント用に作成した特定のビューに対する表示権限

を割り当てます。他のテナントのビューが選択されていないことを確認します。このテナント用

の標準設定のビュー(特定のテナント所有者でフィルタされないパターン・ビュー)は，選択を

解除することができます。

f. ［サービス状況］コンテキストを選択し，このテナントのMyBSMページに対する権限を割り当

てます。

g. このテナントのSLAを作成した場合は，［サービスレベル管理］コンテキストを選択し，それら

のSLAの権限を割り当てます。

h. このテナント用のカスタム，トレンド，またはサービスの各レポートを作成する場合は，［ユーザ

定義レポート］コンテキストを選択し，このテナントのカテゴリごとに権限を割り当てます。

ユーザと権限の詳細については，『BSMプラットフォーム管理ガイド』を参照してください。
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一部のデータ・コレクタは，他のデータ・コレクタよりもマルチテナンシーをサポートするのが簡単です。

l BPM :BSMは複数のBPMエージェントを処理することができます。これは，異なるテナントごとに

異なるBPMエージェントを処理できることを意味します。これにより，テナント間を完全に分離す

ることができます。

l RUM :BSMは，複数のRUMエンジンを処理することができ，各エンジンは複数のRUMプローブ

を処理できます。これにより，テナント間を完全に分離することができます。

l SiteScope :BSMは複数のSiteScopeインスタンスを処理することができ，そのためテナントごとに

異なるSiteScopeインスタンスを処理できます。SiteScopeはRTSMでトポロジを作成するため，

各 SiteScopeが作成するトポロジをRoutingDomain属性を使用して分離できます。エンリッチ

メントを使用して TenantOwner属性に入力するか，エンリッチメントで SiteScopeプロファイルCI
を使用できます。

l Diagnostics : 1つのDiagnosticsサーバ/コマンダのみをBSMに接続できます。複数の

Diagnosticsプローブをサーバ/コマンダに接続できますが，BSMに送信されるデータおよびトポロジ

にテナントの情報が含まれることはないため，トポロジとデータは特定のテナントに手動で割り当て

る必要があります。コンテキスト トランザクション管理 で，ユーザ管理内のアプリケーションでの権限

を割り当てることができます。

l NNMi : 1つのNNMiサーバのみをBSMに接続できます。将来的なバージョンのNNMiではマル

チテナンシーが有効にされますが，現在はトポロジを手動でテナントに割り当てる必要があります。

これは，より複雑な Groovyスクリプトのイベントの場合にもあてはまります。

l BSM Connector/IA :BSMでは複数のコネクタを使用できます。これは，テナントごとに異なるコ

ネクタを使用できることを意味します。また，トポロジをカスタマイズし，コネクタが送信したトポロジ

に TenantOwner属性を含めることもできます。さらに，イベントをカスタマイズし，イベント自体に

TenantOwner属性を含めることができます。
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